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2019 年 3 月は米国を除く全ての地域で増収増益となる見通し

オーハシテクニカ <7628> は独立系の自動車部品メーカーで、約 400 社の日系自動車・車載機器メーカーにエ

ンジン及びトランスミッション周辺部品、内外装部品など約2万点にわたる精密加工部品を納入している。グルー

プ会社の「ファクトリー機能」（売上高の約 25%）と、約 300 社の協力企業と協働で行う「ファブレス機能」により、

品質やコストなど多様な顧客ニーズに対して最適な提案ができるコンサルティング力と、グローバルな供給体制

を構築していることが強みとなっている。こうした付加価値提案型のビジネスモデルによって、営業利益率は約

10%と自動車部品業界の中でトップクラスの収益性を誇っている。

1. 2019 年 3 月期第 1 四半期業績実績

2019 年 3月期第 1四半期の連結業績は、売上高で前年同期比 5.2% 増の 10,003 百万円、営業利益で同 5.5%

増の 1,082 百万円とほぼ会社計画通りの進捗となった。基調は前期から変わらず、米州が円高要因もあって売上

高で前年同期比 7.2%減、セグメント利益で同 20.6%減となったものの、日本やアジアなどその他の地域の拡大

でカバーした。特に、売上構成比で5割強を占める日本については売上高で同9.0%増、セグメント利益で同8.5%

増となり、全体の収益をけん引した。継続的なVA・VE提案活動に加えて、圧入プロジェクション接合技術※を

用いた精密プレス部品が、大手顧客の採用車種増加により順調に拡大していること、また、前下期から稼働を開

始した鈴鹿新工場での電動パワーステアリング用部品の生産量も増加していることなどが要因と見られる。

※	圧入プロジェクション接合技術…溶接技術の一種で、加工対象部材に圧力を加えながら電極で通電し、圧力と抵抗発
熱で異素材の部品を接合する技術。自動車のトランスミッション部分やエンジン制御装置部品など強度が求められる
部位において、「必要とされる核心部分だけ高い強度を保持する部品」を「簡素な製造工程」で量産できることが特徴。
従来の部品と同程度の強度を保ちながら、軽量化や低コスト化を実現できる生産技術として注目されている。

2. 2019 年 3 月期業績見通し

2019 年 3月期は売上高で前期比 2.6%増の 40,000 百万円、営業利益で同 0.7%増の 4,250 百万円と期初計画

を据え置き、2期連続の増収増益を見込んでいる。営業利益率が 0.2 ポイント低下するのは、減価償却費や研究

開発費の増加、将来にわたる人材増強にかかる費用増加が主因となっている。なお、親会社株主に帰属する当期

純利益は、前期に特別利益として計上した補助金収入 261 百万円が無くなるため、同 11.9%減の 2,700 百万円

を見込んでいる。地域別では、日本が前期比約 2%の増収増益を見込んでいるほか、中国で同約 12%、アセア

ンで同約 4%の増収増益を計画している。米州については、為替レートを約 107 円 / ドル（前期実績約 112 円

/ ドル）と円高前提にしていることもあり、売上高で同約 1%減、セグメント利益で同約 7%減益を見込んでいる。

このため、為替が今後も 110 円 / ドル以上で推移するようであれば、2019 年 3月期の業績は若干の上振れ余地

があると見られる。ただし、米国の関税引き上げに伴う影響は検証中で、予測には織り込まれていない。
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3. 配当性向 30% を視野に、安定的な配当成長を目指す方針

2019 年 3月期の 1株当たり配当金は前期比 4.0 円増配の 46.0 円（配当性向 25.3%）と 7期連続の増配を予定

している。配当性向の水準としては 30%を視野に入れ安定的かつ段階的な配当の増額を実施していく方針であ

る。また、株主優待では 3月末と 9月末に 100 株以上保有の株主に対しておこめ券を保有株数に応じて贈呈し

ている。その他、自己株式の取得についても適時検討していく方針としている。

Key Points

・「ファブレス＆ファクトリー」「グローバル供給体制」を強みとした付加価値提案型の自動車部品
メーカーで営業利益率は 10%を超える

・2019年 3月期は米州の落ち込みをその他の地域の拡大でカバーし、2期連続増収増益となる見通し
・グローバルでの製造機能の強化と開発、マーケティング機能の強化により中長期的な成長を目指す

期 期 期 期 期予

（百万円）

連結業績の推移

売上高（左軸） 営業利益（右軸）
（百万円）

出所：決算短信よりフィスコ作成
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██今後の成長戦略

グローバルでの製造機能の強化と開発・マーケティング機能の 
強化により中長期的な成長を目指す

同社は今後の成長戦略として、「グローバルでの製造機能の強化」「開発機能の強化」「マーケティング機能の強化」

を重点戦略として掲げている。

「グローバルでの製造機能の強化」としては、国内製造子会社のオーハシ技研 (株 )で 2017 年秋より電動パワー

ステアリング用部品を生産する新工場（三重県鈴鹿市）の本格量産を開始しており、現在は第 2期工場建築計画

の検討に入っている。同工場の稼働によりオーハシ技研工業の売上高は 2017 年 3月期の約 32億円から 2022

年 3月期は約 50億円を計画している。また、2017 年 11 月に持分法適用関連会社（出資比率 20%）とした ( 株 )

ナカヒョウと合弁で米国に設立した精密プレス部品の製造子会社（出資比率 90%）についても、2018 年秋から

本格稼働を予定しており、5年後には 10 億円規模の生産体制を構築する計画となっている。「圧入プロジェク

ション接合技術」によるトランスミッション部品の製造を担う持分法適用関連会社の (株 ) テーケー (出資比

率 33.9%) についても、同部品の需要拡大に対応するため段階的に設備増強を実施しており、将来的に同部品で

10億円程度の売上高を見込んでいる。同社は今後も高い技術力を持つ主要調達先との戦略的パートナーシップ

の強化を図っていくことで競争力を向上させ、成長の原動力としていく方針としている。なお、2019 年 3月期

の設備投資計画は 1,200 百万円（前期実績 844 百万円）となっている。

また、「開発機能の強化」については自動車業界において「電動化」という大きな技術革新が進みつつあるなかで、

この変化によって生まれる新たなニーズを確実に取り込んでいくための新技術の開発に注力している。具体的に

は、需要拡大が見込まれる電動モーターの軽量化・低コスト化に寄与する独自の新商品や新加工技術の開発を進

めていく。2019 年 3月期の研究開発費は 100 百万円（前期実績 47百万円）を計画している。

さらには、こうした技術革新が進むなかにおいて顧客ニーズを迅速かつ的確に収集することが、今まで以上に重

要になってくると考えており、その対応策として 2018 年 4月より新たにマーケティング部門を組織化した。市

場横断的な調査活動を通じた市場共通ニーズの探索、及びその具体的な開発活動の実行を担うことになり、人員

としては 3名を充てている。

同社では今後も日系自動車メーカー及び電装品メーカーを顧客ターゲットとして、グローバル化による現地調達

ニーズの拡大や電動化によって創出される新たな部品需要を取り込んでいくことで、業界平均を上回る成長を続

けていくものと弊社では予想している。
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2019 年 3 月期業績見通し

（単位：百万円）

18/3 期 19/3 期

実績 対売上比 会社計画 対売上比 前期比

売上高 38,974 - 40,000 - 2.6%

営業利益 4,219 10.8% 4,250 10.6% 0.7%

経常利益 4,306 11.1% 4,350 10.9% 1.0%

親会社株主に帰属する
当期純利益

3,065 7.9% 2,700 6.8% -11.9%

1株当たり当期純利益(円） 206.13 181.61

出所：決算短信よりフィスコ作成

地域別業績見通し

( 単位：百万円）

売上高 営業利益 営業利益率

18/3 期 19/3 期予 前期比 18/3 期 19/3 期予 前期比 18/3 期 19/3 期予

日本 21,363 21,800 2.0% 1,953 1,998 2.3% 9.1% 9.2%

米州 8,273 8,150 -1.5% 1,082 1,006 -7.1% 13.1% 12.3%

中国 4,549 5,100 12.1% 677 758 11.9% 14.9% 14.9%

アセアン 2,748 2,870 4.4% 362 378 4.3% 13.2% 13.2%

欧州 2,039 2,080 2.0% 88 101 4.0% 4.3% 4.9%

台湾 - - - 40 46 12.3% - -

（連結調整） - - - 14 -37 - - -

合計 38,974 40,000 2.6% 4,219 4,250 0.7% 10.8% 10.5%

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

為替レート（期中平均、対円）

18/3 期
通期実績

19/3 期

1-3 月 4-6 月 通期計画 前期比

米ドル 112.19 107.36 109.60 107.00 4.6%円高

中国元 16.63 17.05 16.98 16.50 0.8%円高

タイバーツ 3.31 3.42 3.40 3.30 0.3%円高

ポンド 144.51 150.20 147.12 147.00 1.7%円安

メキシコペソ 5.94 5.79 5.62 5.80 2.4%円高

台湾ドル 3.68 3.68 3.65 3.60 2.2%円高

注：海外子会社は 12月決算のため、第 1四半期業績には 1-3 月の決算が反映されている。
出所：決算説明会資料よりフィスコ作成
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